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論文概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年に最初の就職氷河期が終結し、平成１８年から団塊の世代の退職によって売り手

市場が増加した。しかし平成２０年にサブプライムローン危機が発生したことで、就職氷河期

の再来とも呼ばれるほどに労働市場は冷え込み、就職率の低下を招いている。文部科学省の学

校基本調査によると、平成２２年春卒業となった大学生の就職率は前年比４．７％減の６５．

２％であることが明らかになった。平成２３年春卒業予定である釧路公立大学の学生の就職率

は、１０月１日時点で６２．９％であり、今年も就職活動は厳しい状況が続いている。 

しかしながら、釧路公立大学の就職決定率を見てみると、全国平均よりも高い数値であるこ

とがわかる。決して就職活動を行うには恵まれた環境と言えない中でも、釧路公立大生は就職

活動を行い、全国平均よりも高い就職決定率を維持しているのである。これらの状況に興味を

抱いた私たちは、大卒就職に焦点を当て、特に就職活動時に学生が行う「自己分析」や「業界

研究・企業研究」などのプロセスに着目し、研究を進めることにした。 

釧路公立大学の就職活動プロセスを全国と比較すると、釧路公立大生は自己分析や企業研究

などを行う時期が遅れていることがわかった。しかし、就職活動のプロセスそのものに変わっ

たところは見られない。では、なぜ就職時期が遅れているにも関わらず、釧路公立大生は内定

を得ることができるのだろうか。この疑問から、次に私たちは釧路公立大生の就職活動プロセ

スについてアンケート調査を行い、その結果から分析・考察を行うことにした。 

アンケートを行う目的は、釧路公立大生の就職活動プロセスから内定に結びつく要因を明ら

かにすることである。就職活動を終えた釧路公立大学の四年生にアンケート調査を実施したと

ころ、１５３人から有効な回答を得ることができた。 

本論文では始めに、このアンケート調査から見えてきた釧路公立大生の就職活動プロセスを

分析、考察する。今回取り上げる内容は以下のとおりである。 

 

１．学内就職ガイダンスについて 

２．自己分析について 

３．業界研究・企業研究について 

４．コミュニケーション能力について 

５．金銭面について 

６．資格について 

 

これらの調査結果を踏まえたうえで、学生が内定を得るためには、就職活動時にどのような

ことを行うべきかを提案していきたいと考えている。 
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Ⅰ はじめに 

Ⅰ-Ⅰ大卒就職の現状と動向 

 平成１７年に最初の就職氷河期が終結し、平成１８年からは団塊の世代の退職によって

売り手市場が増加した。しかし平成２０年にサブプライムローン危機が発生したことで、

就職氷河期の再来とも呼ばれるほどに労働市場は冷え込み、就職率の低下を招いている。

文部科学省の学校基本調査によると、平成２２年春卒業となった大学生の就職率は前年比

４．７％減の６５．２％だったことが明らかになった。また平成２３年春卒業予定である

釧路公立大学の学生の就職率は１０月１日時点で６２．９％となっていて、今年も就職活

動は厳しい状況が続いている。そのため、私たちは大卒就職に焦点をあてて研究を行うこ

とにした。 

 

 

 

 

 

 図Ⅰ-１は文部科学省の学校基本調査による全国の就職決定率と釧路公立大学の就職決

定率を示したグラフである。このグラフは公務員と民間就職を合わせた就職者数のグラフ

となっており、釧路公立大学は全国に比べて就職決定率が高くなっていることがわかる。

また平成１３年から平成２０年までの間、就職決定率は上がり続けていることが読み取れ

る。図Ⅰ-１は公務員と民間企業をあわせた就職者数だが、釧路公立大学は公務員の就職者

数がごく少数であるため、公務員については考慮せずに大多数である民間企業の就職者に

ついて考察していくことにする。 

 

 

図Ⅰ－１ 全国および釧路公立大学の就職決定率 

出典『平成１３～２１年度釧路公立大学卒業生の就職状況より作成』 

『文部科学省 平成十五年度及び平成二十一年度学校基本調査より作成』 
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Ⅰ-Ⅱ 釧路公立大生の就職活動プロセスの特徴、及び調査する際の視点 

最近の就職活動は、全国的に早期化する傾向にある。下記の図Ⅰ－２は、全国の大学の

就職活動プロセスを示したものであるが、すでに三年の六月から就職活動が始まっている

ことが読み取れる。対して釧路公立大学は立地の関係上、就職活動が開始されるのは全国

と比べ遅くなっている。しかし釧路公立大生は全国平均よりも高い割合で内定を得ている

のである。その要因はどこに存在するのだろうか。この疑問から私たちは、釧路公立大生

の就職活動プロセスについてアンケート調査を行い、その結果から考察を行うことにした。 

また補足として図Ⅰ－３は、後述するアンケート調査より作成した釧路公立大学の就職

活動プロセスを示したものである。全国と比較すると、現状として釧路公立大学では自己

分析や企業研究、実際の行動時期などが全国よりも遅れていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10
月

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
年
生
4
月

3
月

2
月

1
月

12
月

11
月

10
月

9
月

8
月

7
月

3
年
生
6
月

10
月

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
年
生
4
月

3
月

2
月

1
月

12
月

11
月

10
月

9
月

8
月

7
月

3
年
生
6
月

行動する時期（企業へのエントリー、説明会への参加、筆記試験、面接など）

自己分析・情報収集・企業研究・先輩訪問する時期

内々定

筆記試験・面接

業界セミナー・会社説明会

エントリーシート・履歴書提出

企業へのエントリー

インターンシップインターンシップインターンシップ

 

図Ⅰ－２ 全国の大学の就職活動プロセス 出典『日経 WOMAN 11 月号別冊より作成』 

図Ⅰ－３ 釧路公立大学の就職活動プロセス 出典『アンケートより作成』 
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Ⅱ アンケート調査及び考察 

Ⅱ-Ⅰ アンケート調査の目的と概要 

アンケートを行う目的は、釧路公立大生の就職活動プロセスから内定に結びつく要因を

明らかにすることである。アンケートは４年生のゼミがある１２月２日、７日、９日に配

布し、授業中またはレポート BOX にて回収する方法をとった。有効回答者数は１５３人と

なっている。それでは、回収したアンケートについての調査結果及び考察を報告していく。 

  

Ⅱ-Ⅱ 学内就職ガイダンスについて 

始めに、アンケート結果から学内就職ガイダンスと内定、非内定の関係を見ていくこと

にする。ガイダンスは学内就職支援のメインとなるものであり、釧路公立大学では、民間

企業への就職希望者を対象としたものが昨年度は 18 回行われた。内容の例としては、自己

分析や業界研究の講座、筆記試験や面接対策、マナー講座など就職活動の全般を網羅した

内容となっている。では、学生のガイダンス参加状況はどうなっているのであろうか。 

 内定者では、1 回の講座につき平均参加人数が約 57 人となっており、これは内定者 110

人のうちの 51.6％にあたる。一方、非内定者では 1 回の平均参加人数が約 16 人となってお

り、これは非内定者 31 人のうちの 51.1％にあたる。この結果から、内定者と非内定者のあ

いだにガイダンスへの参加割合の差はほとんど見られない。つまり、学内就職ガイダンス

に参加することが内定、非内定を左右する直接の要因とは考えにくいと言える。 

 次に、学生が学内就職ガイダンスをどのように見ているのかということについて考察す

る。アンケート項目(39)では、就職活動の前と後で「大切だと思ったもの」を選択肢の中か

らそれぞれ三つ選んでもらった。まずは内定者のグラフである。 

 
図Ⅱ―１ 39）就職活動で大切なもの【内定者活動前】 出典『アンケートより作成』 

人数 
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図Ⅱ－２ 39）就職活動で大切なもの【内定者活動後】 出典『アンケートより作成』 

 

図Ⅱ－１、Ⅱ－２より内定者では就職活動前に学内就職ガイダンスが大切だと思った人

は 15 人いるが、活動後は 2 人に減少している。一方、ガイダンス以外の学内就職支援とし

て行われている模擬面接・模擬グループディスカッションでは大切だと思う人が増加して

いる。ここで言うグループディスカッションとは、学生を数人のグループに分けテーマを

与えて討論させ、チームとしての結論を出させる選考方法のことである。  

次に、非内定者のグラフである。 

 

図Ⅱ―３ 39）就職活動で大切なもの【非内定者活動前】 出典『アンケートより作成』 

人数 

人数 
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図Ⅱ－３、Ⅱ－４より就職活動前に学内就職ガイダンスが大切だと思った人は 9 人であ

ったが、活動後は 1 人に減少している。また、非内定者も模擬面接・模擬グループディス

カッションは大切だと思う人が増加している。両者ともに学内就職ガイダンスが大切だと

思う人は減少しており、模擬面接や模擬グループディスカッションが大切だと思う人は増

加している。このことから、学生は座学よりも実際に活動することが重要だと感じている

と言える。では就職活動のプロセスの中で、学生は実際にどのように活動しているのかを

自己分析、業界・企業研究の観点から見ていきたいと思う。また、就職活動において重視

されるコミュニケーション能力の形成についてもアンケート結果から観察できたので、報

告する。 

 

Ⅱ-Ⅲ 自己分析について 

はじめに、自己分析とはどのようなものであるのかについて説明する。自己分析とは、「自

分がどのような人なのか？」を知って、「社会でどのように働きたいか？」や「どのような

人でありたいのか？」を考える一連の分析作業のことである。 

現在の自己分析には以下のようなものが挙げられる。全国的に使われるものとしては、

リクナビ・マイナビ等の就職支援サイトの自己分析ツール・その他インターネット上の自

己分析ツール・就活本を使った自己分析などが挙げられる。それに加え釧路公立大学では、

三年生になった際に配られる就職の手引きという冊子の中の自己分析シート、学内で行わ

れる就職ガイダンスといったものが加わる。主なものは以上となっている。 

まずは自己分析のツールという視点である。私たちは、実際に釧路公立大学ではどのよ

うなツールを使って自己分析をしているのか調査した。図Ⅱ－５は釧路公立大生が自己分

析を行うために使ったツールを内定者、非内定者別にグラフで表したものである。内定者

図Ⅱ―４ 39）就職活動で大切なもの【非内定者活動後】 出典『アンケートより作成』 

 

 

人数 
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を見ると、割合が大きい順から、「学内の就職ガイダンスのプログラム」、「就職支援サイト

の自己分析ツール」、「就活本を使った自己分析」となっている。非内定者では、「就職支援

サイトの自己分析ツール」が非常に大きい割合を占めていることがわかる。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非内定者

内定者

学内の就職ガイダンスのプログラム リクナビ・マイナビ等の就職支援サイト

インターネット上の無料自己分析ツール 就職の手引きの中の「自己分析シート」

就活本を使った自己分析 その他

 

 

 

図Ⅱ－６はインターネット上のみで自己分析を終わらせた人の割合である。非内定者の

多くはインターネット上で自己分析を終わらせていたことがわかる。 

ここで挙げられる内定者の特徴としては、「学内の就職ガイダンスのプログラム」と「就

活本を使った自己分析」が非内定者に比べ多いことである。また、非内定者では「就職支

援サイトの自己分析ツール」 を使った者が最も多く、インターネット上のみで済ませた人

も多いことがわかるだろう。 

非内定者はなぜこのような結果に陥るのだろうか。インターネット上の自己分析ツール

は、複数の質問に対し、与えられた答えを選択していき、自分とはどのような人間である

か WEB 上に表示されるというものが多い。結果はサイト側が用意したものから選ばれる。

これはインターネットの性質上、そうなってしまうといえるだろう。大手就職支援サイト

のリクナビやマイナビでもこのような方式が採用されている。 

もし、自己分析をインターネット上のみで終わらせた場合、その自己分析の結果が自分

図Ⅱ―５ 釧路公立大生が使った自己分析ツール 出典『アンケートより作成』 

図Ⅱ―６ 自己分析をインターネット上のみで終わらせた人の割合 出典『アンケートより作成』 
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であると判断してしまう危険性がある。つまり、非内定者には、インターネット上に用意

されている、ありきたりな内容の自己分析で終わってしまう可能性がある者が多いのであ

る。 

内定者の傾向としては以下のことが挙げられる。自己分析を行うために三つ以上のツー

ルを行った者の内定率は 100％（10 人中 10 人内定）となっている。また、自己分析をアン

ケートに挙げられた項目以外の方法で行ったという「その他」の者の内定率は 93.3％とな

っている（15 人中 14 人）。その他の具体的な内容としては「自分で就活ノートを作った」、

「履歴書をたくさん書いた」などが挙げられた。 

非内定者は、サイトで用意されているありきたりな内容の自己分析で終わってしまう可

能性がある者が多い。しかし、内定者は自分を多面的に捉える、自分に合った自己分析方

法を行うなど、それを避けるような自己分析を行っている者が多いといえるだろう。 

以下からは、もう一つの視点である就職活動自体が「自己分析」であるという視点から

話を進めていく。なお、ここでは就職活動を行うことでなされていく「自己分析」を、既

存の方法で行われる自己分析と分け「自己分析」と表記する。 

まず、採用側の意図からエントリーシートや履歴書の設問には自己分析的な要素が多く

含まれている。また、企業の面接においては、過去のエピソードの動機やそこから起こし

たアクションの有無などを掘り下げて聞いていく手法が用いられ、この時にも自己分析的

な思考がなされるといえる。このように、就職活動自体に「自己分析」が含まれているの

である。 

図Ⅱ－７は内定者と非内定者の平均エントリー数を比べたもの、そしてエントリーシー

トや履歴書を企業に提出した平均数を比べたものである。まず、非内定者のエントリー数

が内定者の約二分の一となっていることがわかる。それを受け、エントリーシートや履歴

書の提出数も少なくなっている。 
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図Ⅱ―７ 内定者と非内定者の平均エントリー数、ES・履歴書平均提出数 

出典『アンケートより作成』 
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次に図Ⅱ－８は、内定者と非内定者の集団面接、個人面接を受けた平均数である。ここ

においても、内定者の平均が非内定者の平均を大きく上回っていることがわかる。内定者

と非内定者の集団面接・個人面接を受けた合計数の平均では内定者は平均で 14.2 件受けた

のに対し、非内定者は 7.7 件となっている。内定者は非内定者の約二倍の件数を受けていた

ことになる。 

 

 

 

 

さきほども述べたように、「自己分析」はエントリーシートや履歴書、個人面接や集団面

接でもなされていく。グラフからは非内定者は面接を受ける数が少ないということが読み

取れる。そのため「自己分析」は深まっていきにくいといえるだろう。 

今までのことから考えられることとして、非内定者は、インターネット上に用意されて

いる、ありきたりな内容の自己分析で終わってしまう可能性がある者が多いということで

ある。また、エントリーシートや履歴書を提出する件数、集団面接、個人面接を受ける件

数も相対的に少ないため、「自己分析」が深まっていく機会が少ない者が多いということで

ある。 

 

 

 

 

 

8.2 

6.0 

14.2 

4.8 

2.9 

7.7 

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

個人面接 集団面接 合計数 

内定者 非内定者 

図Ⅱ―８ 内定者と非内定者の集団面接、個人面接を受けた平均数 出典『アンケートより作成』 
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Ⅱ-Ⅳ 業界研究・企業研究について 

 業界研究・企業研究とは、書籍やインターネットなど様々な情報源から、自分が就職を

希望する業界あるいは企業の情報を収集し研究することである。この業界研究・企業研究

と内定との関わりを明らかにするため、本学の四年生にアンケート調査を実施した。有効

回答数は内定者１１０人、非内定者３１人である。 

 

はじめに、本学ではどれほどの学生が業界研究・企業研究を行っているのかを調査した。 

表Ⅱ－１、Ⅱ－２より業界研究を行った学生は、内定者が７０％、次に非内定者では６

１％となっている。また企業研究を行った学生は、業界研究よりも割合が高くなり、内定

者が８７％、次に非内定者では７７％となっている。これらのデータから、業界研究・企

業研究ともに、内定者の方の割合が高く、非内定者と約１０％の差があることがわかる。

また業界研究よりも、企業研究を行っている学生の割合が高いため、企業研究の方が重視

される傾向にあると考えられる。 

 

 

 次に、本学の学生が業界研究・企業研究を行う際の情報源を調査した。今回のアンケー

トでは、主に学生が活用していると考えられる項目を四つ用意し、それ以外のものを「そ

の他」として回答する形式とした。業界研究・企業研究において用意した項目は、表Ⅱ－

３、Ⅱ－４のとおりである。 

業界研究・企業研究で共通してみられる傾向は、コンピューターを使った情報源が大多

数を占めていることである。学生が就職サイトや各企業のホームページ、インターネット

  内定者 非内定者 

行った ７０％（77 人） ６１％（19 人） 

行っていない ３０％（33 人） ３９％（12 人） 

表Ⅱ－１ 業界研究を行ったか 

出典『アンケートより作成』 

 

  内定者 非内定者 

行った ８７％（96 人） ７７％（24 人） 

行っていない １３％（14 人） ２３％（7 人） 

表Ⅱ－２ 企業研究を行ったか 

出典『アンケートより作成』 

  内定者 非内定者 

リクナビ・マイナビなど

就職サイト 
３３％（47 人） ３１％（8 人） 

業界研究本 11％（16 人） ８％（2 人） 

インターネットを使った ２９％（42 人） ３１％（8 人） 

企業説明会できいた ２６％（37 人） １９％（5 人） 

その他 １％（1 人） １１％（3 人） 

表Ⅱ－３ 業界研究の情報源（複数回答・可） 

出典『アンケートより作成』 

  内定者 非内定者 

リクナビ・マイナビなど 

就職サイト 
２７％（56 人） ３２％（13 人） 

各企業のホームページ ３０％（62 人） ３０％（12 人） 

インターネットを使った １７％（34 人） １５％（6 人） 

企業説明会で聞いた ２６％（52 人） １８％（7 人） 

その他 ０％（0 人） ５％（2 人） 

表Ⅱ－４ 企業研究の情報源（複数回答・可） 

出典『アンケートより作成』 
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を多く利用する背景には、就職情報が WEB を介して公表されるようになったことや、コン

ピューター検索の手軽さなどが要因として考えられる。 

対して、紙の媒体である業界研究本は、使用されている割合がとても低い。また業界研

究・企業研究において企業説明会を活用した割合を見ると、内定者・非内定者間で７～８％

の差があることがわかる。このことから、実際に行動して情報を収集することに関して、

内定者・非内定者には意識の違いが見られるようである。 

 その他の項目に関しては、業界研究ではテレビ、企業研究では新聞を活用したとそれぞ

れ一名ずつ回答をいただいたが、具体的な記入がされていないものも多いため考察からは

省くことにする。 

今まで、業界・企業研究を実際に行っているか、またどのような情報源を活用している

かを見てきたが、次は学生が活用する情報源の数を見てみることにする。 

 

 

表Ⅱ－５、Ⅱ－６より業界研究について活用した情報源の数をみると、内定者は二つ以

上の情報源を用いて研究している割合が高いことがわかる。この傾向は企業研究にも表れ

ており、内定者は半数以上が２個以上の情報源を使用して、企業研究を行っていることが

わかる。この結果から、複数の情報源から業界・企業研究を行うことでより多くの情報を

得ることができ、その情報量や質による研究の差が内定・非内定に影響を与えていると考

えられる。 

また、企業説明会を情報源としている学生が少ないことに関連して、学内外の企業説明

会の参加率を調査し、情報源として活用した割合を調査した。 

  内定者 非内定者 

１個 ４４％（34 人） ６８％（13 人） 

２個 ３２％（25 人） ２１％（4 人） 

３個 １７％（13 人） １１％（2 人） 

４個 ７％（5 人） ０％（0 人） 

 表Ⅱ－５ 業界研究において情報源をいくつ 

使用したか（複数回答・可） 

出典『アンケートより作成』 

  内定者 非内定者 

１個 ３９％（38 人） ５８％（14 人） 

２個 ２６％（25 人） １７％（4 人） 

３個 １６％（15 人） ２５％（6 人） 

４個 １７％（16 人） ０％（0 人） 

５個 ２％（2 人） ０％（0 人） 

表Ⅱ－６ 企業研究において情報源をいくつ 

使用したか（複数回答・可） 

出典『アンケートより作成』 

  内定者 非内定者 

学内参加率 ８５％（89 人） ６５％（17 人） 

学外参加率 ９１％（93 人） ６９％（20 人） 

情報源として活用した 

学生の割合 
４７％（52 人） ２２％（7 人） 

表Ⅱ－７ 企業説明会への参加率および情報源として活用した学生の割合（複数回答・可） 

出典『アンケートより作成』 
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 この結果から、企業説明会への参加率は学内・学外ともに内定者が高く、内定者と非内

定者には約２０％の差が存在することがわかる。しかし、業界研究・企業研究の情報源と

して活用した割合は大幅に低くなり、内定者では全体の４７％、非内定者では全体の２２％

となっている。また、内定者・非内定者で企業説明会を活用した割合をみると、２５％も

の差が見られる。 

加えて、内定者の就職先の規模を表Ⅱ－８から見てみると、Ⅰ部上場以外の企業に内定

した学生は全体の６９％であり、本学の学生が内定を得ている企業の中で中小企業が大き

な割合を占めていることがわかる。しかし、中小企業の情報は、日本経済新聞や会社四季

報などでは得られない場合が多く、実際に企業を訪ねることで情報を得る必要があると考

えられる。 

 

本調査による業界研究・企業研究の全体的な考察として二点のことを挙げる。 

一つ目は、内定者は複数の情報源から研究を行っているため、多面的に情報を得て研究

をすることができ、その研究の差が内定に結びついている可能性があることである。また

二つ目は、本学では中小企業から内定を得る学生が多く、それらの企業の情報を得るには

実際に企業を訪ねる必要があることである。 

この二点に注意することで、内定に近づく業界研究・企業研究を行うことができると考

えられる。 

業界研究・企業研究に関する調査・考察は以上である。 

 

Ⅱ-Ⅴ コミュニケーション能力について 

 まず、コミュニケーション能力とは、意思疎通、協調性、自己表現能力のことをいい、

企業が新規大卒者に対して求める基礎能力の 1 つとなっている。ここでは、内定者と非内

定者のコミュニケーション能力の形成における違いを見ていきたいと思う。 

私たちは最初、内定者と非内定者のコミュニケーション能力の差はどこから生まれるの

かを考えるときに、アルバイトや部活などに参加することでコミュニケーション能力を高

めてきた人が多いのではないかと考えた。そのため、内定者の方が非内定者よりもアルバ

イト、部活の参加率が高いのではないかと思い、アンケート結果から分析をしたが、両者

の参加率にあまり差は見られなかった。 

次に、アルバイトの職種や週の回数、部活動等の週の参加回数の差がコミュニケーショ

ン能力形成の差に繋がるのではないかと考えた。そして、内定者の方が非内定者よりもそ

  内定者 

１部上場 ３１％（33 人） 

それ以外 ６９％（72 人） 

表Ⅱ－８ 内定した企業の規模 出典『アンケートより作成』 
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れらの週の参加回数が多いのではないかと思い、アンケート結果を分析したが、職種・参

加回数ともあまり差が見られなかった。それでは、内定者と非内定者のコミュニケーショ

ン能力の差はどこから生まれるのだろうか。 

ではここで、エントリー数、選考、説明会して見ていくことにする。表Ⅱ－９は、エン

トリー数等に関して、またⅡ－１０は説明会参加率についての表である。 

 

まずはエントリー数等の表に関して見ていく。表Ⅱ－９を見ると、非内定者はエントリ

ー数、エントリーシート、履歴書を出す数がそもそも少ないということが読み取れる。こ

れは結果として、自動的に GD や集団面接、個人面接も少なくなる、という結果につなが

っていくことになるのである。次に、説明会参加率の点から表Ⅱ－10 を見ると、内定者は

非内定者と比べて 20％程高いことが読み取れる。 

エントリー数、選考、説明会に関して、内定者、非内定者の違いについてまとめると、

非内定者は就職に関して、消極的傾向にあると捉えられる。一方内定者は、非内定者と比

べ、自ら目上の人と話す機会を多く作ってきているのである。そして場数を踏み、多くを

経験することで、徐々にコミュニケーション能力の向上につながっていると捉えることが

できるのである。 

ここからは、アンケートの「コミュニケーション能力を高めるために気をつけていたこ

とは何か」という項目に対する学生のコメント記述から内定者と非内定者のコミュニケー

ション能力形成の差を検討したいと思う。図Ⅱ－９は、内定者がコミュニケーション能力

を身につけようとした場面、気をつけていたことをまとめたグラフである。このアンケー

ト項目には内定者のうち 64 名、非内定者 12 名のコメント記述があった。また、非内定者

  内定者平均 非内定者平均 

エントリー数 66.52 社 36.14 社 

エントリーシートや履歴書を出した数 21.11 社 12.14 社 

グループディスカッション（GD) 4.16 社 1.87 社 

集団面接 5.82 社 2.74 社 

個人面接 8.05 社 4.23 社 

表Ⅱ－９ 平均で何社の選考を受けているか 出典『アンケートより作成』 

 内定者 非内定者 

学内の合同企業説明会参加率 85% 65% 

学外の合同企業説明会参加率 91% 69% 

学外の単独企業説明会参加率 54% 37% 

表Ⅱ－１０ 各企業説明会への参加率 出典『アンケートより作成』 
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の記述ではグラフの項目に当てはまらない「その他」のコメント、例えば、友達と何気な

い会話をすること、部活練習の出欠メール返信の際に言葉に気をつけた、といったものが

多かったためにグラフは載せなかった。このグラフから読み取れることは、内定者はアル

バイトにおいてコミュニケーション能力の向上に気をつけていた人が多いこと、また、面

接の場数を踏むことでコミュニケーション能力を向上させてきた人が多いことである。 

 

今回のアンケートでわかったことは 2 つある。1 つめは、面接の場数を踏むなど、就職活

動のプロセスの中でコミュニケーション能力を高めてきたとする内定者の記述では、合同

企業説明会や試験場で知り合った人と情報交換をする、面接の場数を踏むと自然にコミュ

ニケーション能力がつくという記述が多くみられた。このことから、内定者は非内定者と

比べ、面接試験などの場数を多く踏んでいるため、コミュニケーション能力を身につける

機会が多くなるということがわかった。 

次に 2 つめは、アルバイトでコミュニケーション能力の向上に気をつけた内定者の記述

では、接客の仕事をして同年代以外の人と話す機会を多く持ったというものが多数だった。

この、同年代以外の人と話す機会を多く持ったという記述は、部活などに関する記述の中

でも多かったのだが、非内定者で同じ内容の記述をしたのは１名のみだった。このことか

ら、内定者は就活前のコミュニケーション能力の形成において、能力を身につけるための

方法を自ら考え工夫し、コミュニケーション能力を高めてきたといえる。 
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図Ⅱ―９ コミュニケーション能力強化のために気をつけたこと 出典『アンケートより作成』 
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Ⅱ-Ⅵ 金銭面について 

ではここから、金銭面について見ていく。先の図Ⅱ－９を見て分かる通り、内定者は多

くの面接を受け、場数を多く踏んでいるということを見てきた。内定を得るためには、そ

れだけ機会を作らなければならないということが言えるのである。 

では次の表に移る。表Ⅱ－１１は本学生の就職活動に関する金額面についての、内定者

平均と非内定者平均の表になっている。加えて、釧路公立大生の就職活動における移動費

平均は 7.7 万円である。 

 

  表Ⅱ－１１よりお金の面から見ても内定者、非内定者では約 5 万円の差があり、内定

を得るにはそれだけお金をかける必要がある、ということが読み取れる。しかしお金をか

ければ内定を得られるということではなく、釧路という場所もあり、本学生はそれだけ、

結果としてお金がかかってしまっているということである。 

つまり内定者は、内定を得るため「足で稼ぎ、自ら動いている」ということになるので

ある。しかしそれにはお金がかかってしまう、という事実もあるのである。 

 

Ⅱ-Ⅶ 資格について 

次に、資格と内定との関係性について見ていく。 

私たちはまず、資格と内定には関係性はあまりないのではないか、という仮定をたてた。

就職に関わる文献や情報サイトでは、資格は必ずしも内定に直結している訳ではない、と

いう意見が多数を占め、この資格を持っているから有利である、という状況は少ないので

はないかという意見に同意するからである。 

  内定者平均 非内定者平均 

就職活動にかかった金額 23.6 万 18.4 万 

親から受けた援助の額 9.5 万 4.6 万 

表Ⅱ－１１ 就職活動で使用した金額、親からの援助額 出典『アンケートより作成』 

図Ⅱ―１０ 内定者・資格保有率  

出典『アンケートより作成』  

  

図Ⅱ－１１ 非内定者・資格保有率 

出典『アンケートより作成』 
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今回のアンケートに協力していただいた人数は 153 名である。そのうち資格を保有して

いる学生は 92 人だったので、アンケートに回答していただいた 60.1％の方が資格を保有し

ていることがわかった。では、内定者と非内定者それぞれでの資格保有率を調べていく。 

アンケート回答者のうち資格を保有しているのはそれぞれ、内定者では 113 人中 68 人で

60.2％の方が、非内定者では 40 人中 24 人で 60.0％という結果になった。 

図Ⅱ－１０、Ⅱ－１１をご覧いただければおわかりだと思うが、内定者も非内定者でも、

資格を保有しているのは６割、という結果になった。内定が出たからといって、資格を保

有している人が多い、という訳ではないということがこのグラフからわかる。 

 

次に、実際に保有している方にどんな資格を持っているのか、そして役立った資格はどれ

か、という設問を立てた。資格の種類で実際に挙げられたのは、TOEIC、マイクロソフト

オフィススペシャリスト、通称 MOS、ファイナンシャルプランニング技能検定、通称 FP、

ビジネス検定、普通自動車免許などである。 

資格を持っているか、という問いに対する回答数は 138 なのに対し、役立った資格はど

れかの問いでは 26 と回答数が激減するという結果になった。ここに載せてはいないが、非

内定者でもグラフを作成したところ、普通自動車免許が 45 名中 12 名で 25％、次いで MOS

とビジネス検定の８名の同数になり、内定者と同様の傾向が見られた。 

 

 

つまり、内定者も非内定者も資格の保有率は 60％と大きな変化は見られなかった。 

よって、資格の取得状況については普通自動車免許、MOS や FP などが挙げられるが、

内定者と非内定者で資格の取得率に大きな差異はないことから、「資格の保有が内定に直結

しているわけではない」ということが読み取れるのではないだろうか。 

 

図Ⅱ－１２ 内定者が取得した資格と役立った資格  出典『アンケートより作成』 
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Ⅲ 提案 

それでは今までの調査をまとめ、提案を行う。 

冒頭にも述べたように、釧路公立大学の学生は就職活動のプロセスの遂行が全国よりも遅

れていることが判明した。しかし、その内定率は全国よりも高くなっている。全国よりも

就職活動の開始が遅い状況であるにもかかわらず、内定者は何故内定を得ることができる

のだろうか。 

それは、内定者に多い傾向として、実際に自分から動いて就職活動をしているからであ

る。私たちは今までの調査から、「足を使う」、「自ら考える」就職活動の提案を行っていく。 

 自己分析の提案としては、まず複数のツールを使うなど多角的な自己分析を行うことが

挙げられる。また、就職活動の選考段階を多く経験することによって深い「自己分析」を

行うことが挙げられる。 

 業界・企業研究においては、先ほどの再確認として２つのことを挙げる。１つ目は、内

定者は２つ以上の情報源を使用している学生が多い事実から、学生は複数個の情報源を用

いて様々な視点から研究を行うべきであると考える。また、２つ目は本学の学生は情報を

得にくいと考えられる中小企業への内定割合が高いため、そのような企業に実際に足を運

び、しっかりと情報を収集することが重要であると考える。 

 コミュニケーション能力の形成に関しては、目上の人と話をする機会を持つということ

が必要である。そして、面接やグループディスカッションなどで場数を多く踏むことでコ

ミュニケーション能力を高めることが出来ると考えている。 

 学内就職支援については、就職支援を受けることに甘んじることなく、学生自らが行動

することが前提である。しかし「座学」など受動的なものばかりではなく、能動的な体験

型の就職支援の充実をはかるということを 1 つの提案として挙げておきたい。 

 総括としては、これまでの調査から「積極的に、能動的に、足を動かして行動すること」

が就職活動において重要であるとし、本論文を締めくくることにする。 
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